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概要 

• 『dynaTrace』のご紹介です。 

 

• Cassandra含め、システム全体を可視化できます。 

–パフォーマンス分析（ボトルネック特定） 
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最近の状況と問題 

• 複雑化するシステム 
（多種の基盤、多階層…） 
→問題の原因も複雑化 

 

• システムのブラックボックス化 
（フレームワーク、SOA、クラウド…） 
→問題の切り分けが困難 
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従来の対処では…限界 

• ログの利用 

1. ログ出力を実装 

2. 処理の実行・問題再現 

3. 出力されたログの追跡 

4. 原因が見つからなければ1.に戻る（またはお蔵入り） 

– ログ出力がシステム負荷で問題となるケースも 

 

• 監視ツールの利用 

–サーバー単位の状況把握 

–処理全体で問題があるか判断できない 
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新たな解決策 

• 『dynaTrace』によるシステム全体の可視化 

–システムを横断して処理の流れが把握可能 

–問題の原因を切り分け、特定可能 

 

 

 

 

 

アプリケーション 

一般消費者 

社員 

ISPs  ▪  Mobile carriers  ▪  Browsers     
▪  Devices  ▪  AJAX  ▪  JavaScript  ▪  Mobile apps   

ユーザ クラウド:  プライベート / パブリック データセンタ 

Web  ▪  Mobile  ▪  App logic  ▪  Database   ▪  Network 
▪  Mainframe   ▪  Virtualization  ▪  SOA  ▪  CDNs  ▪  Third party services  
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•ボトルネックを簡単・瞬時に特定（3クリック・数十秒） 

•導入にアプリケーション変更不要なため、即時分析開始可能 

•24時間365日、全トランザクションのパフォーマンス情報を収集 

•ユーザ操作からDBアクセスまで（End To End）の処理を可視化 

•分析対象サーバのCPU負荷が極めて低い 

•CPU負荷率が2%以下のため、システム稼動への影響軽微 

『dynaTrace』の概要・特徴 

• Java/.NET/PHP/JavaScript に対応した分析ツール 
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開発 運用 

保守 

『dynaTrace』の位置付け 

製造 テスト 分析 

開発ツール 

•eclipse 

•Visual Studio 
 

etc. 

テストツール 

•JMeter 

•LoadRunner 

•SilkPerformer 
 

etc. 

分析ツール 

•dynaTrace 

工程 

ツール 

•JP1 

•Systemwalker 

•Tivoli 
 

etc. 

インフラ
監視 

•dynaTrace 
アプリ
監視 

• 開発・運用保守のどちらでも利用可能 
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『dynaTrace』の仕組み 

① 監視対象に｢dynaTrace エージェント｣を組み込みます。 

② 各エージェント がトランザクションパケットに独自のIDを付加し、リレーしていきます 。 

③ 「dynaTrace サーバ」で エージェント からの情報を収集・分析します。 

④ 「dynaTrace クライアント」でトランザクション処理の流れを確認します。 

Webサーバ APサーバ APサーバ APサーバ DBサーバ 
（Cassandra） 

dynaTrace 
クライアント 

dynaTrace 
サーバ 

dynaTrace 
エージェント 

dynaTrace 
エージェント 

dynaTrace 
エージェント 

dynaTrace 
エージェント 

dynaTrace 
エージェント 

Webブラウザ 

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
ｳｪｱﾊｳｽ 

（ﾛｸﾞ格納DB） 

ブラウザのエージェン

トが HTTP ヘッダに 

IDを付加する。 

Webサーバのエージェントが  

HTTP ヘッダのIDを認識し、 

APサーバに送るパケットに 

IDを付加する。 

各エージェントがID付加の処理を繰

り返す。 

エージェントが導入されていないなど、

受信リクエストにIDがない場合は、

後続の処理に対してIDを新たに付

加する。 

特許技術 
「PurePath」 

dynaTrace 
エージェント 
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こんな問題見つかってます 

• 大量のデータベースアクセス（ループ誤りなど） 

• 広範囲な同期処理 

• 無駄な処理の実行 

• フレームワーク内のボトルネック 

• etc... 
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Cassandra × dynaTrace 

• サポート環境 

– Cassandra 1.0.x, 1.1.x, 1.2.x 

– Hector 1.0, 1.1(Thrift)  

– Datastax 1.0.2 for Cassandra 1.2.x(CQL3) 

 

• できる事 

– Cassandraへのアクセスメソッドのトレース 

– CassandraのＪＶＭプロセス状況 
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デモンストレーション 
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まとめ 

• システム全体の可視化 

• アクセスメソッドの実行回数・時間 

• ノード毎のアクセス・負荷状況 

• サーバやJVMのリソース状況 
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価格やサービス等について 

• コネクト株式会社様へお問い合わせください 
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お問合せ先 ： タクトシステムズ株式会社  
 

〒111-0051  東京都台東区蔵前3-1-10 蔵前セントラルビル2F 

 ソリューション事業部 （03）5820-8150 
 
〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-5-36 セントラル新大阪ビル7F 
 ソリューション事業部 （06）6399-1700 
 

http://www.takt.co.jp/ 

Please “CON    ” us. 
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ご興味ありましたら、ご連絡ください 


